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慶
鷹
義
塾
大
學
法
學
部
略
史

慶
鷹
義
塾
大
學
法
學
部
略
史

　
福
澤
識
吉
が
、
江
戸
鐵
砲
洲
の
奥
李
家
中
屋
敷
内
に
（
現
・
中
央
匠
築
地
明

石
町
）
蘭
學
塾
を
開
設
し
た
の
は
、
安
政
五
年
十
月
下
旬
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

幕
末
の
開
國
に
と
も
な
う
時
代
の
要
請
が
、
徐
々
に
で
は
あ
つ
た
が
時
の
支
配

層
に
も
浸
透
し
て
洋
學
に
到
す
る
興
味
を
喚
起
し
、
こ
こ
に
福
澤
塾
の
誕
生

t
そ
れ
は
同
時
に
慶
感
義
塾
の
誕
生
1
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、

一
粒
の
婆
は
地
に
落
ち
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
よ
り
、
年
を
け
み
す
る
こ
と
正
に
百
星
霜
、
こ
こ
に
わ
が
慶
鷹
義
塾
は

創
立
百
年
を
迎
え
る
。

　
義
塾
學
問
の
百
年
史
は
、
明
治
二
十
三
年
の
大
學
部
設
置
を
境
に
、
前
史
と

本
史
と
に
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
史
は
、
安
政
五
年
の
開
塾
以
降
、

三
十
蝕
年
の
歴
史
を
有
し
、
主
と
し
て
福
澤
の
學
間
が
す
な
わ
ち
そ
の
ま
ま
義

塾
の
學
問
で
あ
つ
た
時
期
で
あ
り
、
本
史
は
、
明
治
・
大
笹
・
昭
和
三
代
に
わ

た
る
お
よ
そ
七
十
年
間
、
專
門
學
の
創
設
と
そ
の
後
の
分
化
・
護
展
の
時
代
で

あ
る
。
學
問
の
進
歩
と
い
う
馳
よ
り
み
れ
ば
、
前
史
も
、
本
史
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
う
ち
に
、
歴
史
的
意
義
も
ち
が
い
役
割
も
異
る
小
さ
な
時
期
を
い
く
つ
か
包

含
し
て
い
る
。
以
下
、
と
く
に
義
塾
法
學
部
の
渦
去
を
同
顧
し
、
そ
の
歩
ん
で

き
た
足
跡
を
き
わ
め
て
簡
略
に
辿
る
こ
と
に
し
た
い
。
髄
述
の
都
合
上
、
ま
ず

洪
律
學
科
、
つ
い
で
政
治
學
科
の
順
序
に
し
た
が
う
。

二
一
六
　
　
（
一
〇
二
一
）

　
明
治
二
十
三
年
、
大
學
部
が
新
設
さ
れ
る
ま
で
の
義
塾
で
は
、
正
規
の
課
程

に
お
い
て
法
律
學
の
講
義
が
行
わ
れ
た
形
跡
を
見
出
L
え
な
い
。
當
時
の
課
程

は
、
も
ち
ろ
ん
英
學
一
般
で
あ
つ
て
、
特
別
の
專
門
課
程
に
細
分
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
が
、
歴
史
學
・
痙
濟
學
に
關
す
る
外
國
書
が
か
な
り
用
い
ら
れ
て

い
る
の
に
反
し
、
法
律
學
に
關
係
す
る
そ
れ
は
、
ま
つ
た
く
利
用
さ
れ
て
い
な

い
。
特
別
の
專
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
法
律
學
の
分
野
で
は
、
そ
れ
を
讃
み

こ
な
し
う
る
適
當
な
撤
師
が
塾
内
に
い
な
か
つ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
き
わ
め
て
偶
然
な
機
會
か
ら
、
攣
則
的
な
態
様
で
法
律
學
の
講
義

が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
法
律
科
創
設
以
前
に
お
い
て
前
後
二
隅
あ
る
。
最
初
の

は
、
明
治
六
年
、
見
玉
淳
一
郎
に
よ
る
英
米
法
の
臨
時
講
義
で
あ
り
、
つ
ぎ
は

明
治
十
二
年
の
夜
間
法
律
科
の
設
置
で
あ
つ
た
。
と
く
に
後
者
は
、
義
塾
正
規

の
課
程
と
は
別
個
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
と
は
い
え
、
義
塾
に
お
い
て

組
織
的
に
法
律
學
を
教
授
し
た
蟷
矢
で
あ
る
。
そ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
目
賀
田
種

太
郎
・
相
馬
永
胤
・
金
子
堅
太
郎
・
津
田
純
一
で
あ
つ
た
が
、
惜
し
く
も
短
時

日
の
う
ち
に
慶
止
さ
れ
た
。
か
く
し
て
、
明
治
前
牛
ま
で
は
、
義
塾
の
法
學
教

育
は
顯
著
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。

　
明
治
二
十
年
、
小
泉
信
吉
が
招
か
れ
て
塾
長
に
就
任
す
る
や
、
義
塾
の
學
事

は
飛
躍
的
に
改
良
・
搬
張
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
二
十
三
年
、
義
塾
は
私
學

と
し
て
初
の
大
學
部
を
新
設
し
、
理
財
科
・
文
學
科
の
二
科
と
と
も
に
法
律
科

が
嘱
々
の
聲
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
い
く
た
び
か
挫
折
し
た
義
塾
の
法
學
教
育

が
こ
こ
に
は
じ
め
て
實
を
結
び
、
本
格
的
な
組
織
を
と
と
の
え
、
塾
内
正
規
の

教
育
機
構
の
一
環
と
し
て
襲
足
し
た
の
で
あ
る
。
同
年
一
月
、
大
學
部
の
最
初

の
始
業
式
を
撃
行
し
た
が
、
法
律
科
に
入
學
を
許
可
さ
れ
た
學
生
は
八
名
、
初

代
主
任
教
授
は
、
そ
の
前
年
、
義
塾
の
招
聰
を
う
け
て
來
朝
し
た
ウ
ィ
グ
モ
ア



で
あ
つ
た
。
こ
の
白
面
の
青
年
法
學
者
こ
そ
、
後
ち
に
蹄
國
後
、
謹
族
法
・
法

制
史
そ
の
他
、
法
律
學
の
諸
分
野
に
わ
た
つ
て
輝
か
し
い
業
績
を
護
表
し
、
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
世
界
的
法
學
者
の
一
人
と
し
て
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
た
、
」
・

E
・
ウ
ィ
グ
モ
ア
（
き
ぎ
雰
≦
蒔
日
o
お
）
博
士
そ
の
人
で
あ
る
。
彼
が
義

塾
に
職
を
奉
じ
た
の
は
、
二
十
三
年
か
ら
三
年
間
で
あ
つ
た
が
、
わ
が
義
塾
法

律
科
の
生
み
の
親
と
し
て
、
彼
の
、
こ
と
き
互
器
を
も
ち
え
た
こ
と
は
ま
こ
と
に

倖
せ
で
あ
つ
た
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
明
治
こ
十
五
年
の
末
、
法
律
科
は
第
一
同
の
卒
業
生
を
世
に
邊
つ
た
が
、
そ

の
一
人
に
、
卒
業
後
義
塾
に
残
り
、
四
十
籔
年
の
長
き
に
わ
た
り
教
授
と
し
て

あ
る
い
は
科
長
・
部
長
と
し
て
學
生
の
指
導
に
當
ら
れ
た
紳
戸
寅
次
郎
博
士
が

あ
る
。
法
律
科
の
生
み
の
親
を
ウ
ィ
グ
モ
ア
博
士
と
す
れ
ば
、
神
戸
博
士
こ
そ

育
て
の
親
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
十
一
年
七
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
明
治
民

法
が
ド
イ
ッ
民
法
を
そ
の
母
法
と
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
た
め
、
ド
イ
ッ
解
繹
法
學
の
影
響
は
わ
が
民
法
學
界
を
席
捲
し
、

大
正
末
期
ま
で
い
わ
ゆ
る
註
羅
法
學
の
黄
金
時
代
を
現
出
し
た
。
こ
の
期
の
代

表
的
學
者
の
一
人
と
し
て
、
紳
戸
博
士
の
名
は
不
朽
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
明
治
初
期
創
立
の
法
學
校
は
、
大
別
し
て
英
法
系
か
佛
法
系
か

に
色
分
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
義
塾
は
、
英
學
教
授
の
傳
統
に
沿
つ
て
英
法

を
中
心
と
し
て
き
た
が
、
こ
の
特
色
も
ウ
ィ
グ
モ
ァ
の
嚇
米
後
は
、
し
だ
い
に

う
す
れ
る
傾
向
が
あ
つ
た
。
明
治
二
十
六
年
、
法
律
科
は
學
則
の
改
正
を
實
施

し
て
若
干
の
學
科
目
に
つ
き
攣
更
を
行
つ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
別
科
と
し

て
日
本
法
律
科
を
設
け
、
日
本
の
諸
法
典
の
み
を
學
修
す
る
課
程
を
ひ
ら
い

た
。
こ
の
日
本
法
律
科
は
、
三
十
二
年
末
に
義
塾
が
大
學
科
（
三
＋
一
年
四
月

大
學
部
を
大
學
科
と
改
稔
、
翌
年
末
奮
稔
に
復
す
）
の
學
制
を
根
本
的
に
改
め

慶
感
義
塾
大
學
法
學
部
略
史

分
科
制
度
を
廃
止
し
た
と
き
ま
で
存
績
し
た
。

　
さ
て
、
わ
が
國
は
、
日
清
職
箏
後
に
お
い
て
急
速
に
資
本
主
義
化
し
て
い
つ

た
反
面
、
勝
利
に
よ
つ
て
自
信
を
た
か
め
た
結
果
と
し
て
、
日
本
資
本
主
義
的

色
彩
も
い
ち
じ
る
し
く
た
か
ま
つ
て
き
た
。
こ
う
し
た
瀧
會
の
状
態
を
反
映
し

て
、
十
九
世
紀
末
年
の
義
塾
に
お
い
て
も
、
一
つ
の
動
き
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
大

學
部
は
設
置
さ
れ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
禧
澤
塾
の
古
い
學
風
が
つ
よ
く
残

り
、
そ
れ
は
一
方
に
お
い
て
長
所
も
あ
つ
た
が
、
他
方
、
近
代
的
大
學
に
護
達

す
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
明
治
二
十
九
年
よ
り
三
十
一
年
に
か
け

て
、
義
塾
全
腔
の
學
事
に
關
す
る
大
改
革
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

私
塾
的
な
も
の
か
ら
脆
皮
し
て
、
近
代
的
な
も
の
へ
進
展
し
よ
う
と
す
る
努
力

で
あ
つ
た
、
と
い
つ
て
よ
か
ろ
う
。

　
つ
い
で
、
翌
三
十
二
年
七
月
、
厭
米
各
國
の
學
制
覗
察
の
放
か
ら
臨
朝
し
た

義
塾
の
教
頭
門
野
幾
之
進
は
、
大
學
科
の
學
制
の
全
面
的
攣
革
を
企
圖
し
同
年

十
二
月
よ
り
新
學
制
を
臨
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
理
財
・

文
學
・
法
律
・
政
治
學
（
政
治
學
科
は
前
年
四
月
に
新
設
）
の
四
科
に
分
れ
て

い
た
大
學
科
は
、
統
合
さ
れ
て
箪
に
大
學
部
と
構
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
こ

れ
は
實
質
的
に
は
理
財
科
中
心
の
大
學
に
編
成
替
え
に
な
つ
た
、
と
み
て
い

い
。
し
か
し
、
こ
の
門
野
プ
ラ
ソ
は
間
も
な
く
崩
れ
、
三
十
六
年
五
月
に
い
た

り
奮
制
度
の
全
面
復
活
と
い
え
る
新
學
則
が
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
同
年
に

公
布
さ
れ
た
專
門
學
校
令
に
準
櫨
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
法
律
科
に
配
置
さ
れ

た
學
科
目
を
み
る
に
、
日
本
法
典
中
心
に
な
つ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

．
こ
の
學
則
は
、
そ
の
後
、
ほ
と
ん
ど
修
正
を
う
け
る
こ
と
な
く
、
大
正
九
年
、

義
塾
大
學
部
の
大
學
令
に
よ
つ
て
改
組
さ
れ
る
ま
で
繊
綾
し
た
。

　
大
正
七
年
十
二
月
、
勅
令
を
も
つ
て
饗
布
せ
ら
れ
た
大
學
令
は
、
わ
が
國
大

一
二
七
　
　
（
一
〇
一
三
）



慶
慮
義
塾
大
學
法
學
部
略
史

學
教
育
史
上
、
劃
期
的
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
義
塾
は
、
九
年
四
月
よ
り
、

文
・
脛
・
法
・
蟹
の
四
學
部
よ
り
成
る
、
大
學
令
に
よ
る
綜
合
大
學
と
し
て
獲

足
し
た
。
法
學
部
は
、
從
前
の
法
律
科
・
政
治
學
科
を
合
せ
、
前
者
を
法
律
學

科
、
後
者
を
政
治
學
科
と
穂
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
れ
が
た
め
、
奮
制
度
の

犬
學
部
は
、
十
一
年
三
月
の
卒
業
生
を
も
つ
て
終
つ
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
三
年
・
七
年
・
十
三
年
・
十
五
年
・
十
六
年
に
、
學
則
は
多

少
改
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
大
綱
は
攣
更
を
み
る
こ
と
な
く
、
二
十
五
年
九
月
、

大
學
令
に
よ
る
大
學
最
後
の
卒
業
生
を
世
に
蓬
る
ま
で
つ
づ
い
た
。
も
つ
と
も

そ
の
間
、
さ
き
の
大
職
に
際
會
し
、
文
科
系
學
校
講
義
短
縮
の
鷹
急
措
置
に
蜀

鷹
し
て
十
七
年
九
月
以
來
、
数
同
に
わ
た
つ
て
臨
時
學
則
が
編
成
さ
れ
た
の
は

特
例
で
あ
る
。
大
學
令
に
よ
る
大
學
と
し
て
の
義
塾
法
律
學
科
は
、
三
八
O
O

名
の
卒
業
生
を
杜
會
に
塗
つ
て
そ
の
門
を
閉
じ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
紳
戸
傅
士
が
道
を
開
拓
さ
れ
た
後
を
、
青
木
徹
二
博
士
・
西
本

辰
之
助
博
士
の
雨
商
法
學
者
が
、
さ
ら
に
、
公
法
の
淺
井
清
・
英
米
法
の
峯
岸

治
三
爾
博
士
ら
が
つ
づ
か
れ
た
。
い
ず
れ
も
す
ぐ
れ
た
學
績
を
あ
げ
、
法
律
學

科
の
充
賓
・
震
展
に
多
大
の
寄
興
を
さ
れ
た
恩
人
で
あ
る
。

　
周
知
の
、
こ
と
く
、
終
職
後
、
わ
が
教
育
機
構
は
一
大
改
攣
を
み
る
に
い
た
つ

た
。
い
わ
ゆ
る
六
・
三
・
三
・
四
の
膿
系
が
樹
立
さ
れ
、
大
學
は
四
年
制
の
新

制
大
學
に
切
り
か
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
義
塾
も
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
よ

り
、
文
・
脛
・
法
・
馨
・
工
の
五
學
部
よ
り
成
る
新
制
大
學
と
し
て
再
獲
足
す

る
こ
と
と
な
り
、
法
學
部
法
律
學
科
も
ま
た
、
新
た
な
學
則
に
よ
り
再
出
護
し

た
わ
け
で
あ
る
。
新
制
大
學
の
上
に
つ
づ
く
べ
き
コ
ー
ス
と
し
て
、
大
學
院
の

課
程
も
、
二
十
六
年
四
月
（
修
士
課
程
）
お
よ
び
二
十
八
年
四
月
（
博
士
課
程
）

に
開
設
さ
れ
、
法
律
學
科
開
係
と
し
て
は
い
ず
れ
も
民
事
法
學
專
攻
科
が
置
か

れ
て
、
現
在
に
お
よ
ん
で
い
る
。

一
二
八
　
　
（
一
〇
一
四
）

　
義
塾
大
學
科
の
一
部
門
と
し
て
、
政
治
學
科
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三

十
一
年
四
月
の
學
制
改
革
の
と
き
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
が
今
日
の
法
學
部
政
治

學
科
の
前
身
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
月
に
創
刊
さ
れ
た
「
慶
鷹
義
塾
墨

．
報
」
第
一
號
所
載
の
「
慶
鷹
義
塾
學
事
改
良
の
要
領
」
を
披
見
す
る
に
、
「
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

其
他
荷
ほ
改
良
の
黙
を
云
へ
ば
…
…
大
學
部
に
於
て
は
法
、
文
學
、
理
財
學
の

外
に
更
に
政
治
學
科
を
置
て
有
爲
の
政
治
家
を
養
成
す
る
筈
な
り
」
と
み
え
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
政
治
學
科
設
置
の
目
的
は
、
有

爲
の
政
治
家
養
成
に
あ
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
學
科
を
設
け
る
に
つ

い
て
は
、
波
多
野
承
五
郎
の
彊
力
が
あ
つ
た
、
と
傳
え
ら
れ
る
。

　
か
く
て
初
年
度
に
お
い
て
は
、
第
一
學
年
に
七
名
、
第
二
學
年
に
一
名
、
第

三
學
年
に
四
名
の
學
生
が
入
學
し
た
。
當
時
の
政
治
學
科
の
講
義
を
澹
當
し
た

の
は
、
主
と
し
て
外
來
講
師
で
あ
つ
た
が
、
有
賀
長
雄
・
呉
文
聰
・
土
方
寧
、

あ
る
い
は
若
き
日
の
李
沼
膜
｝
郎
ら
の
名
が
見
出
せ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
の
こ
ろ
は
一
私
塾
よ
り
の
腕
皮
を
期
し
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
先
輩
が

後
輩
を
輪
讃
な
ど
に
よ
つ
て
教
導
し
た
創
生
期
か
ら
、
學
制
が
分
化
し
て
各
科

濁
自
の
課
目
を
配
し
た
時
期
へ
の
移
行
は
あ
つ
た
も
の
の
、
義
塾
出
身
の
專
門

課
程
の
教
授
を
生
む
に
い
た
ら
な
か
つ
た
過
渡
期
の
状
況
が
み
ら
れ
る
。

　
翌
三
十
二
年
は
門
野
プ
ラ
ソ
實
施
の
年
で
あ
る
。
誕
生
後
、
い
ま
だ
日
も
淺

い
政
治
學
科
も
他
の
三
科
と
同
檬
に
大
學
部
に
統
合
さ
れ
、
ひ
と
ま
ず
分
科
制

は
慶
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
こ
の
門
野
プ
ラ
ン
は
、
厭
米
諸
大
學
の
學
制
に

則
り
も
つ
と
も
進
歩
的
な
構
想
に
も
と
づ
く
も
の
と
い
わ
れ
、
わ
が
國
の
大
學

に
お
け
る
こ
の
種
の
制
度
の
先
騙
的
な
試
み
で
あ
つ
た
が
、
営
時
に
あ
つ
て
は



な
お
こ
の
よ
う
な
制
度
を
行
う
の
に
は
不
便
も
す
く
な
く
な
か
つ
た
と
み
え
、

間
も
な
く
門
野
プ
ラ
ン
は
崩
れ
、
科
別
を
有
し
な
い
卒
業
生
は
詐
つ
た
く
生
れ

な
い
ま
ま
ふ
た
た
び
分
科
制
に
戻
り
、
奮
制
度
の
復
活
を
み
る
に
い
た
つ
た
。

　
由
來
、
わ
が
國
の
政
治
學
は
進
歩
が
お
く
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
わ

が
國
だ
け
の
傾
向
で
な
く
、
世
界
の
一
般
的
傾
向
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で

明
治
初
年
に
お
い
て
は
、
政
治
學
關
係
の
書
物
は
籔
多
く
謙
課
さ
れ
た
り
紹
介

さ
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
學
問
と
し
て
膣
系
化
さ
れ
た
政
治
學
が
公
け
に
さ
れ

た
の
は
、
か
な
り
年
代
が
下
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
小
野
塚
喜
李
次
博
士
の
「
政
治

學
大
綱
」
（
上
・
下
）
が
梓
行
さ
れ
た
の
が
明
治
三
十
六
年
の
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
義
塾
政
治
學
科
創
立
當
時
に
、
政
治
學
が
正
規
の
課
目
と
し
て
存
在
し
な

か
つ
た
の
は
無
理
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
政
治
學
科
の
政
治
學
講
座
は
、
國

家
學
の
名
を
も
つ
て
す
る
藏
原
惟
郭
の
講
義
が
そ
の
濫
鵤
の
よ
う
で
あ
る
が
、

四
十
一
年
に
い
た
る
と
、
政
治
學
・
政
治
學
史
・
列
國
政
治
史
の
講
義
を
、
田

中
葦
一
郎
博
士
が
捲
當
せ
ら
れ
て
い
る
。
田
中
憾
士
と
い
え
ば
、
「
東
邦
近
世

史
」
な
ど
の
名
著
に
よ
り
歴
史
學
者
と
し
て
令
名
が
た
か
い
が
、
元
來
は
政
治

學
科
の
教
授
と
し
て
教
壇
に
立
た
れ
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。
田
中
博
士
の
死
去

に
際
し
、
小
泉
信
三
搏
士
は
、
「
田
中
葦
一
郎
博
士
の
死
に
よ
つ
て
慶
鷹
義
塾

は
償
う
べ
か
ら
ざ
る
損
失
を
蒙
つ
た
。
こ
れ
は
軍
に
故
博
士
の
比
類
稀
な
る
學

殖
の
た
め
の
み
い
う
の
で
は
な
い
。
剛
毅
、
誠
實
、
親
切
、
義
侠
に
し
て
蕩
落

洒
腕
な
る
奪
敬
す
べ
く
親
愛
す
べ
き
人
絡
の
一
朝
に
し
て
我
肚
中
よ
り
奪
わ
れ

た
こ
と
を
悲
し
む
の
で
あ
る
」
と
追
悼
の
意
を
述
べ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
つ

て
も
博
士
の
人
柄
が
察
知
で
き
よ
う
。

　
政
治
學
科
で
外
交
史
・
比
較
憲
法
な
ど
を
長
く
講
義
さ
れ
、
ま
た
あ
る
と
き

は
國
會
議
員
と
し
て
議
政
壇
上
に
立
た
れ
、
さ
ら
に
は
慶
鷹
義
塾
長
と
し
て
日

慶
鷹
義
塾
大
學
法
學
部
略
史

吉
の
建
設
に
功
鍔
の
あ
つ
た
先
達
に
、
林
毅
陸
博
士
が
あ
る
。
昭
和
八
年
、
塾

長
を
朧
し
て
後
も
、
依
然
と
し
て
西
洋
外
交
史
を
推
當
さ
れ
、
十
一
年
に
は
帝

國
學
士
院
會
員
に
選
ば
れ
た
。
終
職
後
に
刊
行
を
み
た
「
鰍
洲
最
近
外
交
史
」

は
、
世
界
的
水
準
を
い
く
好
著
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
門
野
プ
ラ
ソ
が
潰
え
て
、
專
門
學
校
令
に
擦
つ
て
新
學
則
が
定
め
ら
れ
た
明

治
三
十
六
年
に
政
治
學
科
を
卒
業
し
、
た
だ
ち
に
義
塾
に
職
を
奉
じ
ら
れ
た
の

が
、
板
倉
卓
造
博
士
で
あ
る
。
政
治
學
・
國
際
法
を
專
攻
せ
ら
れ
た
博
士
は
、

現
在
な
お
「
産
脛
時
事
」
に
警
世
の
健
筆
を
ふ
る
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ

た
か
も
、
編
澤
論
吉
が
義
塾
の
教
壇
と
「
時
事
新
報
」
の
論
壇
と
を
二
つ
な
が

ら
全
う
せ
ら
れ
た
の
と
相
通
ず
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
大
著
「
英
國
憲
政
史
」
を
も
の
せ
ら
れ
た
占
部
百
太
郎
博
士
・

憲
法
學
の
山
崎
叉
家
郎
博
士
・
西
洋
政
治
制
度
史
の
根
、
智
雄
氏
、
さ
ら
に
は
高

城
仙
次
郎
博
士
・
成
瀬
義
春
氏
ら
、
い
ず
れ
も
政
治
學
科
の
爽
展
に
霊
力
さ
れ

た
先
躍
で
あ
る
。

　
大
正
九
年
四
月
よ
り
、
大
學
令
に
も
と
づ
く
綜
合
大
學
と
し
て
義
塾
が
護
足

し
て
か
ら
は
、
政
治
學
科
は
法
律
學
科
と
な
ら
ん
で
法
學
部
を
構
成
す
る
こ
と

と
な
り
、
そ
れ
以
降
の
攣
遷
は
法
律
學
科
の
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
。
終
職
後

の
昭
和
二
十
四
年
、
新
制
大
學
と
し
て
法
學
部
政
治
學
科
も
再
出
稜
し
、
現
在

に
い
た
つ
て
い
る
。
政
治
學
科
關
係
の
大
學
院
と
し
て
は
、
修
士
課
程
・
博
士

課
程
と
も
に
政
治
學
專
攻
科
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
法
學
部
の
機
關
誌
と
し
て
、
法
律
學
科
・
政
治
學
科
共
通
に
大
正
十
一
年
創

刊
さ
れ
た
の
が
本
誌
「
法
學
研
究
」
で
あ
る
。
職
後
復
刊
以
來
、
他
大
學
に
も
類

例
す
く
な
き
月
刊
學
術
誌
と
し
て
、
毎
月
、
法
學
部
關
係
者
の
論
稿
を
掲
載
し
、

充
實
し
た
内
容
を
も
つ
て
學
界
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
い
る
。
　
（
向
井
　
健
）

二
一
九
　
　
（
一
〇
一
五
）


